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研究成果の概要：本研究では，これまでに一斉授業における「学力差」に対応するための19の手立てをまとめて
いる。この手立てを用いた授業構想の場面では，「学力差」の上位層，中位層，下位層それぞれの具体的な生徒
の姿を把握する必要があると考えた。そこで，これを目的とした「ルーブリック」を作成し，中学校第１学年の
「方程式」を題材に授業研究を行ったが，授業分析から「すべての生徒が授業に関わることができた」と捉える
ことができた。
なお，8月には第105回全国算数・数学教育(青森)大会で本研究が「全国大会優秀研究賞」を受賞した。また，方
程式の授業は，東京理科大学主催の第16回数学授業の達人大賞で優秀賞を受賞した。

研究分野： 数学教育

キーワード： 学力差　一斉授業　ルーブリック

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実が指摘されている中で，特に後者に焦点をあて「学力差
に対応した一斉授業」について数学教育から検討した。多様な他者の価値観を尊重し他者と協働しながら問題を
解決する力を育てるには，一斉授業が重要な意味をもつことが改めて確認された。ここでは教室を社会の縮図と
捉え，生徒個々がその一員として意見を述べ合う文化の形成が重要であると考えられる。　
授業で作成した「ルーブリック」は，生徒の考え方を検討する上で有効であり，特に若手教員に対する教師教育
的な面において社会的意義を見出すことができた。これは，２つの「学び」の一体的な充実の具現化につながる
と考えられる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 

 「Society5.0 時代」に向けて，多様な子どもたちに対して誰一人取り残すことのない，公

正に個別最適化された学びの実現が強調されている。一方で，多様な他者の価値観を尊重

し，他者と協働しながら，持続可能な社会の創り手となるために必要な資質・能力を育成

する「協働的な学び」も重視されている。学校教育では，「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の往還が重要であり，児童生徒の多様性への対策の検討が重要である。この点に着

目し，北海道旭川市教育研究会数学部の若手数学科教師の多くから，「学力差」に対応した

一斉授業のあり方についての悩みが示された。「学力差」を「算数・数学の力」(長崎他，

2018)の獲得の度合いと捉え，14 名の教師からなる研究メンバーとともに，これまでに中

学校の数学科教師を対象とした調査の分析，及び授業実践を通して，一斉授業における「学

力差」に対応するための 19 の手立てをまとめた。教師調査の分析では，約 9 割の教師が一

斉授業において「学力差」を感じていること，その傾向は若手教師が特に強いこと，「上位

層」にはあまり目が向けられていないことなどが明らかになっている。  

 本研究はその延長線上に位置づいており，「下位層」と「上位層」の生徒のそれぞれに対

応するための具体的な手立てを盛り込んだ「ルーブリック」を作成するとともに，「ルーブ

リック」をもとにして授業を構想し，実践した授業動画の分析を通して授業改善モデルを

提案することを目的とする。 
２．研究成果 
 授業構想の場面においては 19 の手立てを踏まえつつ，調査から得られた課題を解決する

ためには「学力差」の上位層，中位層，下位層のそれぞれに対し具体的な生徒の姿を把握

する必要があると考えた。そこで，4 月～5 月にこれを目的とした「ルーブリック」につい

て検討した。6 月にはこの「ルーブリック」をもとに中学校第 3 学年の平方根の単元にお

いてその導入場面の授業を構想し，6 月末に旭川市立中央中学校の生徒を対象に研究授業

を実施した。7 月に授業の概要と成果について，第 10 回 釧路・山口・旭川・岡山 数学教

育オンライン学習会(参加者 120 名)にて発表した。研究協議では，「様々な生徒の具体的な

姿を事前にルーブリックという形で把握して，授業を構想することについて効果がある」

など，一定の成果を得ることができた。7 月末には作成した「ルーブリック」をもとに中

学校第１学年の方程式の単元において「分数を含む方程式」を題材として 2 時間扱いの授

業を構想し，8 月末に北海道教育大学附属旭川中学校の生徒を対象に研究授業を実施して 9

月にこの授業の分析を行った。その結果，「すべての生徒が授業に関わることができた」，

「教師自身が多くの生徒に目が届くようになり，様々な配慮ができた」などの成果が得ら

れた。また，授業の 2 時間目では上位層への対応として，「解が 2 になる方程式をつくろう」

という問題を提示した。これに対して，上位層と捉えた生徒からは「〇〇くんでも解くこ

とのできない難問をつくろう」といった意欲的な取り組みが見られた。「ルーブリック」を

作成し，具体的な生徒への対応を考えた成果であると考えられる。 

 研究の成果については，8 月に日本数学教育学会の第 105 回全国算数・数学教育(青森)

大会，11 月に第 78 回北海道算数数学教育研究(旭川)大会，12 月に日本学校教育実践学会

の第 28 回研究発表大会にて研究発表を行った。なお，本研究は日本数学教育学会主催の全

国算数・数学教育研究大会で「全国大会優秀研究賞」を受賞した。また，方程式の授業は，

東京理科大学主催の第 16 回数学授業の達人大賞で優秀賞を受賞した。 
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